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会
が
企
画
実
施
し
ま
し
た
。

　
正
面
玄
関
に
受
付
を
設
置
し
て
、
そ
の
横
に

氏
を
追
悼
す
る
記
帳
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
。
奥
の

中
広
間
で
は
、
氏
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
っ

た
ル
ー
プ
タ
イ
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
安
寺
境
内
の
歴
史

的
に
貴
重
な
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
、
全
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
っ
て
ク

イ
ズ
に
答
え
た
方
に
記
念
品
を
進
呈
し
ま
し
た
。

大
広
間
に
は
、
今
年
生
誕
百
周
年
の
節
目
を
迎

え
た
川
島
雄
三
、
恐
山
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
田

園
に
死
す
」
を
監
督
し
た
寺
山
修
司
、
斗
南
藩

に
関
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、

会
場
内
に
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
交
流
場

所
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
向
か
い
の
控
室
に
氏

の
書
斎
を
再
現
し
、
そ
の
業
績
や
知
識
の
源
泉

に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
堂
で
は
、
高

瀬
厚
太
郎
氏
に
よ
る
川
島
雄
三
に
関
す
る
講
演

及
び
佐
藤
ミ
ド
リ
氏
に
よ
る
講
演
「
菊
池
成
章

と
村
林
源
助
の
下
北
歌
紀
行
」
を
開
催
。
ま
た
、

鳴
海
氏
と
生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
、
坂
本
謙
二

氏
、
三
浦
順
一
郎
氏
、
馬
場
重
利
氏
、
菊
池
時

男
氏
を
ス
ピ
ー
カ
ー
に
お
招
き
し
、
氏
の
思
い

出
や
業
績
、
引
き
継
ぐ
べ
き
こ
と
を
語
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
本
堂
前
で
「
田

名
部
お
し
ま
こ
」「
下
北
小
唄
」
を
踊
り
、
氏
を

偲
び
ま
し
た
。

　
氏
が
生
前
愛
し
た
当
寺
で
、
大
勢
の
方
々
と

共
に
そ
の
業
績
や
遺
徳
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
、

大
変
感
慨
深
い
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　
去
る
九
月
一
日
（
土
）、
大
安
寺
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
約
二
百
名
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
本
行
事
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
む
つ
下
北

地
区
の
郷
土
の
歴
史
や
人
物
を
研
究
し
、
そ
の

成
果
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
き
た
鳴
海
健
太

郎
氏
が
本
年
六
月
六
日
に
享
年
八
十
六
歳
で
逝

去
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で

す
。
む
つ
下
北
地
区
が
持
つ
文
化
の
先
進
性
を

掘
り
起
こ
し
、自
ら
を「
モ
ツ
ケ
人
間
」（
モ
ツ
ケ
：

型
破
り
な
人
、バ
カ
者
、熱
中
す
る
人
な
ど
の
意
）

と
称
し
て
、
常
に
地
域
の
人
々
を
鼓
舞
し
て
き

た
氏
の
生
涯
を
顕
彰
し
つ
つ
、「
文
化
」
を
通
し

て
新
た
な
つ
な
が
り
を
創
り
出
し
、
こ
の
む
つ

下
北
地
区
か
ら
文
化
の
狼
煙
を
あ
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
シ
モ
キ
タ
モ
ツ
ケ
イ
ズ
ム
実
行
委
員

【
出
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

■
ニ
ル
ス
・
バ
ー
グ
・
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ

Nils Berg Cinem
ascope

北
欧
ジ
ャ
ズ
界
に
お
い
て
常
に
注
目
を
集
め
る
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
サ
ッ
ク
ス

／
バ
ス
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
ニ
ル
ス
・
バ
ー
グ
。

二
〇
〇
七
年
にJazz in Sw

eden

賞
を
受
賞
後
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
内
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
的
に

も
注
目
を
集
め
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
世
界

的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ニ
ル
ス
・
ラ
ン
グ
レ
ン
と

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「The Nils

」
やKO

O
P

と
共
に

北
欧
ク
ラ
ブ
・
ジ
ャ
ズ
・
シ
ー
ン
で
も
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ズ
の
世
界
だ
け

で
な
く
、
日
本
で
も
高
い
人
気
を
誇
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
出
身
の
人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ドM

ANDO
 DIAO

と

の
活
動
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

w
w
w
.nilsbergcinem

ascope.com

■
福
士
正
一

舞
踏
家
。
オ
ド
ラ
デ
ク
道
路
劇
場
主
宰
。
一
九
五
三

年
青
森
市
生
ま
れ
。
山
形
大
学
在
学
時
に
舞
踏
と
出

会
い
、
帰
郷
後
、「
公
務
す
る
舞
踏
家
」
と
し
て
三
十

五
年
間
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
き
つ
ぶ
す
。
観
客
の
日

常
風
景
に
緩
や
か
に
乱
入
し
、
市
場
や
路
地
、
学
校

や
寺
社
、
小
集
落
の
集
会
所
な
ど
で
踊
り
続
け
、
美

術
家
、
音
楽
家
、
歌
人
、
僧
侶
な
ど
異
分
野
の
様
々

な
表
現
者
と
も
共
演
し
て
い
る
。
寺
子
屋
舞
踏
塾
を

開
催
し
、
自
分
自
身
の
舞
踏
を
発
見
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
国
内
外
か
ら
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
九
七
年
青
森
県

芸
術
文
化
奨
励
賞
受
賞

奉
納
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＠ 

下
北
・
大
安
寺

　
　
ニ
ル
ス
・
バ
ー
グ
・
シ
ネ
マ
ス
コ
ー
プ
＆

　
　
福
士
正
一

北
欧
か
ら
生
ま
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ジ
ャ
ズ 

＋ 

　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
か
ら
生
ま
れ
た
舞
踏
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鳴
海
健
太
郎
氏
追
悼
イ
ベ
ン
ト

シ
モ
キ
タ
モ
ツ
ケ
イ
ズ
ム

行
事
予
告

ト
ピ
ッ
ク
ス

【
公
演
概
要
】

日
時
：
平
成
三
十
年
十
月
八
日
（
月
・
祝
）

開
場
十
七
時
・
開
演
十
八
時
・
終
了
二
十
時

※

終
了
後
引
き
続
き
交
流
会
あ
り

場
所
：
大
安
寺
本
堂
に
て

入
場
無
料
・
自
由
席

備
考
：
本
堂
前
は
駐
車
禁
止
と
な
り
ま
す
。

（
降
車
の
み
可
）
お
車
は
参
道
左
砂
利
駐
車
場
に

駐
車
く
だ
さ
い
。

広
報
む
つ
九
月
号
表
紙
に
大
安
寺
が
登
場

　
広
報
む
つ
平
成
三
十
年
九
月
号
の
特
集
が
「
つ

な
ぐ
大
畑
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
表
紙
の
ロ

ケ
地
と
し
て
当
寺
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
む
つ
市

大
畑
町
で
先
人
た
ち
の
思
い
を
受
け
取
り
、
そ

れ
を
次
の
世
代
に
受
け
継
ご
う
と
す
る
若
者
た

ち
が
特
集
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
読
み

く
だ
さ
い
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら
の
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.m

utsu.lg.jp/


